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初級レベルにおいては主に 『みんなの日本語初級 I, Ⅱ』(以下,『みんな I, Ⅱ』と略す),中級レ
ベルにおいては 『文化中級日本語 I, Ⅱ』(以下,『文化中級 I, H』と略す),『現代日本語コース中級
I, Ⅱ』(以下,『CMJ I, Ⅱ』と略す)などがメインテキストとして使用されている。
漢字学習においてよく使われる教科書は,『Basic Kanji Book Vol.1』(以下,『BKB 』と略す),『Basic
Kanji Book Vol.2』(以下,『BKB 2』と略す),『Intermediate Kanji Book Vol.1』(以下,『IKB l』
と略す),『Intermediate Kanji Book Vol.2』(以下,『IKB2』と略す),『漢字の道』などである。
ところが, これらのメインテキス トと漢字教科書をともに使用する場合,漢字圏 ・非漢字圏の出身者
であるか,漢字能力はどのくらいあるか, どのような教育機関でどのようなテキストを使用してきたか
など,さまざまな背景を持つ学習者に対応することは,一般に困難である (加納 0酒井 2003)。また,
書字教育一つ取っても,その必要性についての論議は未だ定まっていない (川瀬 1988, 玉村 1993,
市川 1998, 和田 2002)が,学習者の漢字学習の主たる目的である読解のための漢字運用能力獲得 (小







その利用方法を解説 したマニュアル 『漢字データベース (DB)の使い方』について説明する。次に,
具体的な活用例として作成した 「漢字の形から覚える日本語能力試験漢字リスト」,「ピンインから覚え
る漢字の音読み」について紹介し,さらに今後の課題と展望について述べる。













































① t→v     tt nt→v



















































A さんずい にんべん てへん きべん ごんべん いとへん くちへん かねへん
こざとへん りっしんべん つちへん つきへん のぎへん ぎょうにんべん
おんなへん じめすへん
B りっとう おおがい ぼくにょう おおざと




































例  :可 ,式 /医 ,国,円,画
2.2.2 字形パターンを使つて検索する方法
① 優先部首がある → 優先部首のある場所 (A,B,D,E,G,H,Iから選択)
例 「泳」 「さんずい」が優先部首なので, A□
② 優先部首が2つある → どちらも選ぶ (例AI□とB'口か DEヨとEEち






③ 優先部首はないが,簡単な漢字 ・部首が 1つある → 簡単な漢字か部首のある場所 (例 Aか B,
Dか E)
例 「異」
④ 優先部首はないが,簡単な漢字 ・部首が2つある → C口 か F日｀
例 「精」 優 先部首はないが,「米」と 「青」はどちらも簡単な漢字なので,C□
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「胃」 優 先部首はないが,「田」と 「月」はどちらも簡単な漢字なので,F日
⑤ 優先部首も簡単な漢字`部首もないが,分け方はわかる
例 「愛」 わ かる漢字0部首がない二 FE]
→C□かF日
⑥ 分けられない → 」□
ffit [fi-] - JE
⑦ 部首表Dにある → J
例 「斤」→ J
③ 部首表にあるが,分けられる → 」 と (A～I から選択 選択の基準は上と同じ)












つきへんM(32) 肝 脚 胸 肢 脂 臓 胎 胆 脱 肪 胞 膨 膜 脈 腰 腕
腫 膝 肘 股 脇 脹 腸 胴 脳 肺 肌 肥 腹 騰 謄 豚
おうへんM(=たまへん)(5)  環 珠 琉 珍 斑
かたへんM(=ほうへん)(3)  旗 施 於
とりへんM(=ひよみのとり)(9)酵 酷 酌 酢 酬 醜 醸 酔 酪
ぼくにょうM(=のぶん)(8)  枚 徴 徹 撤 微 赦 致 牧









おおがいM(2)   瀬 煩
りっとうM(1)   測
ス、るとりM(1)   唯
なべぶたM(33)   衣意 育 音 棄 玄 言 高 豪 斎 市
充 (ひとあしM)商 辛 衰 斉 卒 率 畜 帝 童 蛮 文
変 方 褒 忘 夜 裏 立 竜 恋 六
うかんむりM(10)  究 窮 空 穴 窃 窓 窒 窯 突 賓
くさかんむりM(5)  南 幕 募 墓 慕
がんだれM(2)   灰 暦
まだれM(8)    慶 麻 摩 磨 魔 鹿 唐 腐
とだれM(2)    肩 戸
とらがしらM(2)   慮 膚
ほこづくりM(7) 威 栽 裁 戴 式 弐 武































































































4軸 (2寧〕 1軸 〔5字〕
3緞 (3字〕
プ慾骰齢曇轟輻 轟轟 覇目鷺轟轟塵去





























境 :環境 (かんきょう)国 境 (こっきょう)
鏡 :望遠鏡 (ぼうえんきょう)顕 微鏡 (けんびきょう)
競 :競争 (きょうそう)競 技 (きょうぎ)
浄 :浄化 (じょうか)洗 浄 (せんじょう)
熟語例を挙げる際,次のような語彙を中心に入れた。





















また,「漢字の形から覚える日本語能力試験漢字 リス ト」に語彙 DBを連動させることができれば,
より利用価値が高まると思われる。
今後,引き続き本漢字 DBの活用例を示していければと考える。
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